
The Distribution of Bizen Pottery 
Ware in the Medieval Kii Peninsula

【
要
旨
】

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
中
世
の
備
前
焼
出
土
事
例
を
集
成
し
、
時
期
別
の
分
布
や
出
土
傾
向
な
ど
を
分
析
し
、

紀
伊
半
島
に
お
け
る
備
前
焼
の
流
通
状
況
を
整
理
し
た
。

　
Ⅱ
期
（
鎌
倉
時
代
中
期
）
の
分
布
は
、
北
部
地
域
に
位
置
す
る
紀
ノ
川
流
域
の
根
来
寺
遺
跡
を
中
心
に
分
布
す
る
。
備
前
焼

は
、
ま
ず
鎌
倉
時
代
中
期
に
根
来
寺
遺
跡
に
搬
入
さ
れ
た
。
Ⅱ
期
の
備
前
焼
を
一
定
量
所
有
す
る
根
来
寺
遺
跡
は
、
備
前
焼
流

通
に
お
い
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
Ⅲ
期
（
鎌
倉
時
代
末
期
～
室
町
時
代
初
頭
）
は
北
部
地
域
が
流
通
の
中
心
で
あ

る
が
、
南
西
沿
岸
部
の
主
要
な
城
館
の
周
辺
に
も
分
布
し
、
日
置
川
下
流
域
の
安
宅
荘
を
南
限
と
し
た
地
域
に
一
定
の
面
的
分

布
範
囲
を
広
げ
る
。
備
前
焼
の
出
土
状
況
な
ど
か
ら
安
宅
氏
が
海
上
輸
送
に
水
軍
領
主
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
看
取
で

き
る
。
ま
た
、
南
東
沿
岸
部
の
新
宮
城
下
町
遺
跡
に
孤
立
的
分
布
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
備
前
焼
は
鎌
倉
で
も
出
土
し
て

お
り
、
そ
の
流
通
路
と
し
て
太
平
洋
海
上
輸
送
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
は
中
継
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
。
Ⅳ
期
（
室
町
時
代
前
期
～
中
期
）
は
、
出
土
事
例
が
急
激
に
増
加
す
る
。
半
島
南
西
沿
岸
部
に
濃
密
に
面
的
に
分
布
し
、

川
関
遺
跡
な
ど
半
島
南
東
沿
岸
部
で
も
一
定
の
面
的
分
布
を
示
す
。
Ⅴ
期
（
室
町
時
代
後
期
～
末
期
）
に
入
っ
て
か
ら
も
多
く

の
出
土
事
例
が
み
ら
れ
、
そ
の
主
体
を
和
歌
山
県
北
部
地
域
が
占
め
る
。
特
に
北
部
地
域
に
お
い
て
十
六
世
紀
に
新
た
な
出
土

地
が
増
加
す
る
。
出
土
量
に
つ
い
て
も
増
加
傾
向
を
示
し
、
前
段
階
ま
で
の
壺
・
甕
・
擂
鉢
に
加
え
て
、
水
差
、
建
水
、
水
屋

甕
、
徳
利
、
浅
鉢
、
皿
、
盤
な
ど
の
新
器
種
が
加
わ
る
。

　
紀
伊
半
島
は
中
世
を
通
じ
て
備
前
焼
流
通
に
お
け
る
商
圏
拡
大
の
場
で
あ
っ
た
と
い
え
、
中
世
末
期
に
は
紀
伊
半
島
南
東
沿

岸
部
ま
で
を
面
的
流
通
圏
に
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
紀
伊
半
島
太
平
洋
沿
岸
部
を
流
通
圏
に
入
れ
る
こ
と
は
、
関
東
方
面

へ
の
太
平
洋
沿
岸
海
上
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
と
い
っ
た
意
味
合
い
も
強
い
と
い
え
る
。
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期
～
室
町
時
代
初
頭
）
は
生
産
量
が
増
加
す
る
時
期
で
、
京
都
府
以
西
の
ほ
と
ん
ど

の
地
域
九
三
カ
所
で
出
土
し
、
東
限
は
神
奈
川
県
（
鎌
倉
）、
西
限
は
沖
縄
県
に
ま

で
分
布
域
を
拡
大
す
る
。
Ⅳ
期
（
室
町
時
代
前
期
～
中
期
）
の
分
布
域
は
前
代
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
出
土
例
が
二
三
一
カ
所
に
及
び
、
出
土
量
も
格
段
に
増
加

す
る
。
Ⅱ
期
か
ら
Ⅳ
期
ま
で
の
備
前
焼
器
種
に
つ
い
て
は
、
壺
・
甕
・
擂
鉢
が
主
と

し
て
流
通
す
る
。
Ⅴ
期
（
室
町
時
代
後
期
～
江
戸
時
代
初
頭
）
は
南
・
北
・
西
の
大

窯
が
築
か
れ
る
時
期
で
、
出
土
例
は
一
二
七
例
と
減
少
傾
向
を
示
す
が
、
根
来
寺
遺

跡
や
尾
道
中
世
遺
跡
な
ど
一
カ
所
の
遺
跡
で
大
量
に
出
土
す
る
事
例
が
あ
る
。
ま

た
、
主
要
器
種
の
壺
・
甕
・
擂
鉢
に
加
え
て
、
水
差
、
建
水
、
水
屋
甕
、
徳
利
、
浅

鉢
、
皿
、
盤
な
ど
の
茶
陶
や
食
器
が
各
地
で
出
土
し
て
い
る
。

　
現
在
に
お
い
て
は
、
更
に
出
土
事
例
は
増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
全
国
的

な
備
前
焼
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
の
大
要
は
一
九
八
五
年
段
階
の
研
究
の
枠
を
で
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
愛
媛
県
内
を
対
象
と
し
た
備
前
焼
出
土
資
料
の
集
成
研
究
が
行
わ
れ
、

出
土
遺
跡
の
分
布
な
ど
か
ら
備
前
焼
流
通
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
（
（
（

た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
備
前
焼
の
搬
入
は
Ⅲ
期
か
ら
始
ま
り
、
Ⅳ
期
に
急
激
に
増
加
し
、
Ⅴ
期
に
そ
の

様
相
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
、
流
通
す
る
器
種
は
甕
と
擂
鉢
が
主
体
で
あ
り
、
壺
の
需

要
が
や
や
低
い
こ
と
、
Ⅲ
期
か
ら
Ⅳ
期
に
か
け
て
出
土
遺
跡
数
が
格
段
に
増
加
し
、

そ
の
一
方
で
多
く
出
土
す
る
遺
跡
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
二
極
化
し
、
Ⅴ
期
に
は
そ

の
傾
向
が
非
常
に
顕
著
に
な
る
こ
と
な
ど
、
愛
媛
県
内
で
の
備
前
焼
流
通
の
様
相
が

明
ら
か
に
さ
れ
、
小
地
域
、
す
な
わ
ち
一
消
費
地
で
の
備
前
焼
に
つ
い
て
の
分
布
研

究
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

二
　
紀
伊
半
島
に
お
け
る
中
世
備
前
焼
の
出
土
分
布

　
紀
伊
半
島
に
お
け
る
中
世
備
前
焼
の
先
行
研
究
と
し
て
、
一
九
八
二
年
に
紀
伊
風

土
記
の
丘
資
料
館
で
行
わ
れ
た
特
別
展
『
中
世
の
や
き
も
の
』
で
の
展
示
図
録
解
説

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
中
世
の
紀
伊
地
域
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
に
お
い
て
普
遍
的
に
出
土

す
る
備
前
焼
を
扱
う
。
和
歌
山
県
内
及
び
三
重
県
南
縁
部
の
中
世
備
前
焼
出
土
事
例

を
集
成
し
、
時
期
別
の
分
布
や
出
土
傾
向
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紀
伊

半
島
の
中
世
に
お
け
る
備
前
焼
流
通
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
　
備
前
焼
の
概
要
と
中
世
に
お
け
る
流
通

　
備
前
焼
は
、
岡
山
県
の
東
南
部
・
備
前
市
伊
部
周
辺
に
生
産
地
の
あ
る
焼
締
め
陶

器
の
一
群
で
あ
る
。
古
代
の
須
恵
器
技
術
を
受
け
継
い
だ
中
世
須
恵
器
と
し
て
、
平

安
時
代
末
期
に
登
場
し
、
現
代
に
継
続
す
る
有
力
な
窯
業
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
中
世
当
時
の
生
活
必
需
品
で
あ
っ
た
壺
・
甕
・
擂
鉢
を
集
中
的
に
生
産
し
、
西
日

本
を
中
心
に
大
量
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
、
各
地
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
事
例
や
中

世
絵
画
（『
一
遍
上
人
絵
伝
』
等
）
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。

　
中
世
の
備
前
焼
流
通
は
一
九
八
五
年
段
階
に
お
い
て
、
全
国
で
四
九
五
カ
所
、
近

畿
地
方
で
は
一
三
五
カ
所
の
出
土
事
例
が
示
さ
れ
（
（
（

た
。
出
土
事
例
は
、
備
前
焼
間
壁

編
年
の
時
期
区
分
（
Ⅰ
～
Ⅴ
期
）
を
用
（
（
（

い
、
西
日
本
を
中
心
と
し
た
地
域
で
流
通
状

況
を
分
析
し
て
い
る
。

　
Ⅰ
期
（
平
安
時
代
末
期
～
鎌
倉
時
代
初
頭
）
は
生
産
地
の
岡
山
県
を
中
心
と
し
た

京
都
府
か
ら
広
島
県
ま
で
の
範
囲
十
二
カ
所
に
分
布
し
、
百
間
川
遺
跡
や
草
戸
千
軒

町
遺
跡
な
ど
主
に
港
湾
を
控
え
た
集
落
遺
跡
か
ら
大
甕
や
壺
が
出
土
す
る
。
Ⅱ
期

（
鎌
倉
時
代
中
期
）
は
出
土
例
を
三
二
カ
所
に
増
加
さ
せ
る
が
、
面
的
な
拡
大
は
ほ

と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
点
的
に
神
奈
川
県
（
鎌
倉
）、
九
州
南
部
の
鹿
児
島
県
川

内
、
和
歌
山
県
根
来
寺
遺
跡
な
ど
で
出
土
し
、
特
に
近
畿
地
方
周
辺
で
は
大
阪
・
京

都
な
ど
に
み
ら
れ
ず
根
来
寺
遺
跡
の
一
カ
所
で
確
認
さ
れ
る
。
Ⅲ
期
（
鎌
倉
時
代
末
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次
に
Ⅲ
期
の
事
例
は
、
和
歌
山
県
北
部
の
紀
ノ
川
流
域
で
、
東
家
遺
跡
（
3
）、

高
尾
遺
跡
（
7
）、
佐
野
遺
跡
（
8
）、
粉
河
寺
遺
跡
（
10
）、
根
来
寺
遺
跡
（
16
）、

西
田
井
遺
跡
（
22
）、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
（
31
）
の
七
遺
跡
が
あ
る
。
ま
た
、
紀
ノ
川
河

口
部
に
位
置
す
る
和
歌
山
平
野
の
南
部
か
ら
隣
接
す
る
海
南
市
に
か
け
て
坂
田
遺
跡

（
43
）、
大
野
城
跡
（
44
）、
木
津
遺
跡
（
46
）
の
三
遺
跡
が
み
ら
れ
、
和
歌
山
県
北

部
で
合
計
十
遺
跡
を
数
え
る
。
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
で
は
、
手
取
城
跡
（
63
）、

小
松
原
Ⅱ
遺
跡
（
64
）、
岩
内
Ⅰ
遺
跡
（
65
）、
城
山
城
跡
Ⅱ
（
榎
城
跡
）（
73
）、
鳶

之
巣
城
跡
（
78
）、
鶴
ヶ
城
跡
（
86
）、
長
寿
寺
（
90
）、
安
宅
本
城
跡
（
93
）
の
八

遺
跡
が
み
ら
れ
る
。
半
島
南
東
沿
岸
部
で
は
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
（
99
）
が
あ
る

（
図
2
）。

　
こ
の
段
階
で
は
備
前
焼
の
器
種
は
甕
と
擂
鉢
が
主
体
を
な
し
、
壺
は
や
や
少
な
い

傾
向
が
あ
る
。
合
計
十
九
遺
跡
で
出
土
を
確
認
し
た
。
県
北
部
の
紀
ノ
川
流
域
を
中

心
と
し
た
地
域
に
十
例
が
み
ら
れ
、
和
歌
山
県
北
部
地
域
が
流
通
の
中
心
で
あ
る
と

い
え
る
。
ま
た
、
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
に
位
置
す
る
手
取
城
跡
（
63
）、
小
松
原

Ⅱ
遺
跡
（
64
）、
鳶
之
巣
城
跡
（
78
）、
鶴
ヶ
城
跡
（
86
）
な
ど
日
高
川
流
域
か
ら
南

部
川
流
域
に
か
け
て
分
布
域
が
あ
り
、
少
し
距
離
を
置
い
て
日
置
川
流
域
の
長
寿
寺

（
90
）
と
安
宅
本
城
跡
（
93
）
に
み
ら
れ
る
。
更
に
、
海
岸
線
の
距
離
で
八
〇
㎞
離

れ
た
半
島
南
東
沿
岸
部
の
新
宮
城
下
町
遺
跡
（
99
）
に
孤
立
的
に
分
布
が
み
ら
れ

る
。
前
段
階
と
比
較
し
て
出
土
地
の
分
布
増
加
か
ら
、
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
の
主

要
な
城
館
に
ポ
イ
ン
ト
的
に
入
り
、
日
置
川
流
域
ま
で
一
定
の
面
的
分
布
範
囲
を
拡

大
さ
せ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
半
島
南
東
沿
岸
部
の
新
宮
城
下
町
遺
跡
に
孤
立
的

分
布
が
み
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
備
前
焼
は
鎌
倉
で
も
出
土
し
て

お
り
、
そ
の
流
通
路
と
し
て
太
平
洋
海
上
輸
送
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
紀
伊
半
島
沿

岸
部
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
り
、
半
島
南
西
沿
岸
部
や
南
東
沿
岸
部
で
の
出
土
例
の

分
布
増
加
は
そ
の
輸
送
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
も
評
価
で
き
る
。

　
Ⅳ
期
に
入
る
と
、
出
土
事
例
五
八
例
と
急
激
に
増
加
す
る
。
和
歌
山
県
北
部
の
紀

ノ
川
流
域
と
湯
浅
町
か
ら
白
浜
町
に
か
け
て
の
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
に
濃
密
に
分

が
あ
る
。
図
録
解
説
は
、
和
歌
山
県
内
に
お
け
る
中
世
の
焼
物
の
全
体
的
な
出
土
状

況
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
備
前
焼
の
出
土
傾
向
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
備
前
焼
は
鎌
倉
時
代
に
県
下
に
搬
入
さ
れ
始
め
、
蔵
骨
器
と
し
て
の
使

用
例
が
多
い
。
白
浜
町
長
寿
寺
出
土
大
甕
は
暦
應
五
年
（
一
三
四
二
）
銘
が
み
ら

れ
、
紀
年
銘
を
有
す
る
備
前
焼
最
古
例
で
あ
る
。
経
塚
の
外
容
器
と
し
て
は
常
滑
・

渥
美
が
用
い
ら
れ
、
備
前
焼
の
使
用
例
が
み
ら
れ
な
い
。
室
町
時
代
後
期
の
例
と
し

て
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
や
根
来
寺
遺
跡
な
ど
か
ら
大
量
に
出
土
し
、
大
甕
・
壺
・
擂
鉢
の

ほ
か
盤
・
鉄
鉢
・
船
徳
利
な
ど
が
加
わ
る
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
備
前
焼
出
土
地
分
布

図
に
二
三
例
の
出
土
地
が
示
さ
れ
（
（
（

た
。

　
以
上
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
二
年
に
和
歌
山
県
内
の
中
世
備
前
焼
出
土

事
例
に
つ
い
て
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
や
市
町
村
史
な
ど
を
検
索
し
、
県

内
に
お
い
て
六
二
例
を
集
成
し
（
（
（

た
。
二
〇
〇
五
年
に
は
出
土
事
例
を
再
確
認
し
五
例

を
追
加
し
、
六
七
例
を
集
成
し
（
（
（

た
。
そ
の
後
十
年
が
経
過
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
出
土
例
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
二
〇
一
五
年
に
再
び
集
成
作

業
を
行
い
、
二
四
例
を
追
加
し
、
和
歌
山
県
内
に
お
い
て
九
一
例
を
集
成
し
（
（
（
た
。

　
本
稿
で
は
、
前
稿
（
北
野
二
〇
一
五
・
二
〇
一
九
）
で
遺
漏
し
て
い
た
和
歌
山
県

内
の
事
例
や
新
事
例
、
三
重
県
南
端
部
を
含
む
紀
伊
半
島
南
東
沿
岸
部
の
新
事
例
を

加
え
、
紀
伊
半
島
に
お
い
て
一
〇
一
例
を
集
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
1
）。

　
紀
伊
半
島
に
お
け
る
全
体
的
な
分
布
を
み
る
と
、
和
歌
山
県
北
部
の
紀
ノ
川
流
域

と
湯
浅
町
か
ら
白
浜
町
に
か
け
て
の
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
に
濃
密
に
出
土
し
、
そ

れ
ら
を
中
心
と
し
て
半
島
南
東
沿
岸
部
の
三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
ま
で
の
範
囲
に

広
く
分
布
す
る
状
況
を
み
て
と
れ
る
。

　
時
期
別
に
み
て
い
く
な
ら
ば
、
備
前
焼
出
土
の
早
い
時
期
（
Ⅱ
期
）
の
も
の
は
根

来
寺
遺
跡
（
16
）
で
出
土
し
て
お
り
、
器
種
は
擂
鉢
に
限
ら
れ
る
が
一
定
量
出
土
し

て
い
る
。
近
年
、
丁
ノ
町
・
妙
寺
遺
跡
（
9
）
か
ら
も
擂
鉢
が
出
土
し
た
。
Ⅱ
期
の

出
土
例
は
、
こ
の
根
来
寺
遺
跡
と
そ
の
周
辺
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
根
来
寺
と
生

産
地
伊
部
と
の
間
に
特
別
な
関
係
が
あ
る
と
推
定
で
き
る
（
図
2
）。
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番号 市町村名 遺跡名等 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
1 橋本市 隅田八幡神社経塚 ●
2 利生護国寺 ● ●
3 東家遺跡 ● ●
4 医王寺跡 ●
5 長薮城跡 ●
6 伊都郡高野町 金剛峯寺遺跡 ● ●
7 高尾遺跡 ●
8 伊都郡かつらぎ町 佐野遺跡 ●
9 丁ノ町・妙寺遺跡 ●
10 紀の川市 粉河寺遺跡 ● ●
11 史跡旧名手宿本陣 ●
12 荒見廃寺 ●
13 猪垣遺跡
14 東三谷遺跡 ●
15 北山三嶋遺跡 ●
16 岩出市 根来寺遺跡 ● ● ● ●
17 岡田遺跡 ●
18 西国分Ⅱ遺跡 ●
19 和歌山市 山口遺跡 ●
20 川辺遺跡 ● ●
21 北田井遺跡 ●
22 西田井遺跡 ● ● ●
23 小豆島西遺跡 ● ●
24 有功遺跡 ●
25 六十谷遺跡 ●
26 平井遺跡 ● ●
27 中野遺跡 ● ●
28 城山遺跡 ● ●
29 木ノ本Ⅲ遺跡 ● ●
30 松江 ●
31 西庄Ⅱ遺跡 ● ● ●
32 岩橋遺跡 ●
33 岩橋高柳遺跡 ●
34 鳴神Ⅴ遺跡 ● ●
35 秋月遺跡 ● ●
36 太田 ･ 黒田遺跡 ● ●
37 和歌山城跡 ●
38 関戸遺跡
39 雑賀崎台場跡 ●
40 津秦Ⅱ遺跡 ●
41 井辺遺跡 ●
42 神前遺跡 ● ●
43 坂田遺跡 ●
44 海南市 大野城跡 ● ●
45 岡村遺跡 ●
46 木津遺跡 ● ●
47 海草郡紀美野町 下佐々Ⅲ遺跡
48 河野城跡Ⅱ ●
49 有田郡有田川町 来見屋城跡 ●
50 粟生遺跡 ●
51 長樂寺

番号 市町村名 遺跡名等 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
52 藤並地区遺跡 ● ●
53 有田郡湯浅町 深専寺 ●
54 湯浅城跡 ● ●
55 有田郡広川町 鷹島遺跡
56 広八幡神社 ●
57 広城跡 ● ●
58 日高郡由良町 護国寺跡
59 海宝寺跡
60 日高郡日高町 小浦海岸
61 津久野遺跡
62 日高郡日高川町 真妻丹生神社
63 手取城跡 ● ● ●
64 御坊市 小松原Ⅱ遺跡 ● ● ●
65 岩内Ⅰ遺跡 ● ● ●
66 祓井戸墳墓 ●
67 日高郡印南町 津井西王子跡
68 津井火葬墳墓
69 美影蔵骨器出土遺跡
70 竜法寺跡
71 西の地遺跡 ● ●
72 城山城跡Ⅰ（鳴神城跡） ●
73 城山城跡Ⅱ（榎城跡） ● ●
74 日高郡みなべ町 市谷山城跡 ●
75 広畑火葬墳墓 ●
76 青蓮谷墳墓群
77 平須賀城跡 ● ●
78 鳶之巣城跡 ● ●
79 徳蔵地区遺跡 ● ●
80 高田土居城跡 ● ●
81 田辺市 高山寺遺跡 ●
82 上屋敷Ⅰ遺跡 ●
83 上屋敷Ⅱ遺跡 ●
84 高尾山経塚 ●
85 殿垣内遺跡 ●
86 鶴ヶ城跡 ● ●
87 西牟婁郡白浜町 瀬戸崎沖海底
88 瑜珈平
89 要害山城跡 ● ●
90 長寿寺 ● ●
91 中山城跡 ●
92 八幡山城跡 ● ●
93 安宅本城跡 ● ● ●
94 西牟婁郡すさみ町 神田城跡 ●
95 東牟婁郡古座川町 佐部城跡 ●
96 東牟婁郡那智勝浦町 那智山坊跡 ● ●
97 藤倉城跡 ●
98 川関遺跡 ● ●
99 新宮市 新宮城下町遺跡 ● ● ●
100 三重県南牟婁郡紀宝町 鵜殿西遺跡 ●
101 羽山地遺跡 ●

（空欄の出土地は型式不明）

図 1　紀伊半島における中世の備前焼出土分布図
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の
を
合
わ
せ
て
出
土
す
る
遺
跡
は
、
根
来
寺
遺
跡
（
16
）、
西
田
井
遺
跡
（
22
）、
西

庄
Ⅱ
遺
跡
（
31
）、
手
取
城
跡
（
63
）、
小
松
原
Ⅱ
遺
跡
（
64
）、
岩
内
Ⅰ
遺
跡

（
65
）、
安
宅
本
城
跡
（
93
）、
新
宮
城
下
町
遺
跡
（
99
）
の
八
例
に
限
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
遺
跡
は
紀
ノ
川
中
・
下
流
域
三
遺
跡
、
日
高
川
流
域
三
遺
跡
、
日
置
川
流
域
一

遺
跡
、
熊
野
川
流
域
一
遺
跡
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
備
前
焼
を
長
期
に
わ
た

っ
て
消
費
し
続
け
た
有
力
な
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
2
）。
特
に
Ⅱ
期
の

も
の
を
一
定
量
合
わ
せ
も
つ
根
来
寺
遺
跡
は
備
前
焼
流
通
に
お
い
て
特
別
な
存
在
で

あ
る
と
い
え
る
。

　
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
周
辺
地
域
に
お
い
て
中
世
城
館
跡
の
発
掘
調
査
は
進
展
し

て
お
り
、
み
な
べ
町
平
須
賀
城
跡
は
発
掘
調
査
報
告
書
な
ど
に
出
土
遺
物
の
種
類
別

布
し
、
Ⅲ
期
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
紀
伊
半
島
を
東
に
回
り
込
ん
だ
古
座
川
町
佐
部
城

跡
（
95
）
や
那
智
勝
浦
町
那
智
山
坊
跡
（
96
）、
川
関
遺
跡
（
98
）
な
ど
半
島
南
東

沿
岸
部
で
も
一
定
の
分
布
を
示
す
。
前
段
階
で
孤
立
的
に
出
土
が
み
ら
れ
た
新
宮
城

下
町
遺
跡
（
99
）
で
も
継
続
的
に
出
土
し
、
新
宮
川
を
渡
っ
た
三
重
県
南
牟
婁
郡
紀

宝
町
鵜
殿
西
遺
跡
（
100
）
に
も
分
布
が
広
が
る
。
ま
た
、
出
土
量
に
つ
い
て
も
増
加

し
、
器
種
は
壺
・
甕
・
擂
鉢
の
三
器
種
が
み
ら
れ
る
。

　
Ⅴ
期
に
お
い
て
も
出
土
事
例
は
五
三
例
と
数
多
く
み
ら
れ
る
。
Ⅳ
期
よ
り
少
な
い

数
値
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
Ⅳ
期
か
ら
Ⅴ
期
に
か
け
て
継
続
す
る
遺
跡
は
三
一
例
で

あ
る
。
ま
た
、
Ⅴ
期
単
独
で
み
ら
れ
る
事
例
は
二
二
例
あ
り
、
十
六
世
紀
に
新
た
な

出
土
地
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
Ⅴ
期
単
独
で
み
ら
れ

る
事
例
は
北
部
地
域
が
十
六
例
と
主
体
を
占
め
る
。
出
土
量
に
つ
い
て
も
増
加
傾
向

を
示
し
、
器
種
に
つ
い
て
は
壺
・
甕
・
擂
鉢
に
加
え
て
、
水
差
、
建
水
、
水
屋
甕
、

徳
利
、
浅
鉢
、
皿
、
盤
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
新
器
種
は
根
来
寺
遺

跡
（
16
）
の
よ
う
に
大
量
に
出
土
す
る
遺
跡
と
平
須
賀
城
跡
（
77
）
の
よ
う
に
備
前

焼
は
大
量
に
所
有
し
て
い
る
が
、
徳
利
や
浅
鉢
な
ど
は
数
点
で
あ
る
よ
う
な
、
新
器

種
を
少
量
も
つ
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、
所
有
量
や
器
種
の
種
類
に
つ
い
て
は
遺
跡
の
性

格
に
左
右
さ
れ
る
点
が
注
意
さ
れ
（
（
（

る
。
な
お
、
平
須
賀
城
跡
は
十
六
世
紀
中
頃
ま
で

の
遺
跡
で
あ
る
が
、
十
六
世
紀
初
頭
ま
で
の
時
期
の
八
幡
山
城
跡
（
92
）
に
は
水
屋

甕
は
あ
る
が
徳
利
・
浅
鉢
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
新
器
種
は
器
種
に
よ
っ
て
時

間
差
を
も
っ
て
順
次
搬
入
さ
れ
た
側
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
八
幡
山
城
跡
に
は

建
水
や
盤
も
み
ら
れ
な
（
（
（

い
。

　
な
お
、
最
も
北
端
の
沿
岸
部
に
位
置
す
る
西
庄
Ⅱ
遺
跡
（
31
）
出
土
の
Ⅴ
期
の
備

前
焼
に
は
、
焼
成
時
に
大
き
く
焼
き
歪
ん
だ
擂
鉢
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
不

良
品
と
も
い
え
る
も
の
は
商
品
と
し
て
難
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
備

前
焼
流
通
に
関
わ
っ
た
立
場
の
者
が
自
己
所
有
で
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
紀
伊

湊
近
隣
に
立
地
す
る
西
庄
Ⅱ
遺
跡
は
海
運
に
関
わ
る
勢
力
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

　
時
期
別
分
布
に
つ
い
て
和
歌
山
県
全
体
を
み
た
場
合
、
Ⅲ
期
か
ら
Ⅴ
期
ま
で
の
も

16

37

9

810
2231

99

65

64

63

93

73

44
43

46

78
86

90

図 2　備前焼Ⅱ・Ⅲ期の各出土遺跡とⅢ～Ⅴ期を通じて出土する遺跡
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ラ
ス
ト
及
び
砂
岩
石
材
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
砂
岩
石
材
に
つ
い
て
は
碇
石
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
て
お
り
、
十
二
本
も
の
数
が
引
き
揚
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
碇
石
ス
ト
ッ
ク
、
あ
る
い
は
複
数
の
船
が
沈
ん
で
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘

さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ス
ト
の
一
部
と
碇
石
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ス
ト
の
分
析

か
ら
紀
ノ
川
流
域
や
日
置
川
流
域
の
岩
石
組
成
に
類
似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ

の
沈
没
船
の
船
籍
は
紀
州
あ
る
い
は
日
置
川
周
辺
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。

　
水
の
子
岩
引
き
揚
げ
資
料
の
類
例
調
査
に
よ
っ
て
、
長
寿
寺
（
90
）
出
土
の
備
前

焼
大
甕
が
注
目
さ
れ
た
。
西
牟
婁
郡
白
浜
町
日
置
川
の
長
寿
寺
出
土
資
料
は
暦
應
五

年
（
一
三
四
二
）
の
銘
を
も
つ
、
備
前
焼
に
お
け
る
紀
年
銘
を
有
す
る
最
古
例
で
あ

る
。
間
壁
編
年
の
Ⅲ
期
に
つ
い
て
の
基
準
資
料
と
さ
れ
る
も
の
で
、
長
寿
寺
の
境
内

か
ら
埋
甕
と
し
て
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
出
土
状
況
等
か
ら
み
て
蔵
骨
容
器

と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
面
胴
部
に

「
僧
」
や
「
泳
ぐ
魚
」
な
ど
の
絵
画
が
描
か
れ
て
お
り
、
備
前
焼
大
甕
と
し
て
は
他

に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、「
あ
つ
ら
ふ
」
と
読
め
る
線
刻
文
字
な
ど
か

ら
、
特
別
な
注
文
品
と
考
え
ら
れ
て
い
（
（1
（

る
。
な
お
、
安
宅
本
城
跡
で
こ
の
大
甕
よ
り

や
や
古
い
時
期
の
備
前
焼
擂
鉢
が
出
土
し
て
お
り
、
長
寿
寺
大
甕
が
搬
入
さ
れ
る
下

地
は
既
に
先
行
し
て
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
や
Ⅲ
期
か
ら
Ⅳ
期
に
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
に
お
い
て
大
量
の
備

前
焼
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
中
世
に
紀
伊
地
域
あ
る
い
は
日
置
川
周
辺
（
安
宅

荘
）
と
備
前
と
の
間
に
は
海
上
輸
送
ル
ー
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
中
世
の
備
前
焼
流
通
か
ら
み
た
紀
伊
半
島

　
紀
伊
半
島
に
お
け
る
備
前
焼
出
土
分
布
を
時
期
別
に
整
理
す
る
。

　
Ⅱ
期
の
分
布
は
、
半
島
北
部
地
域
に
位
置
す
る
紀
ノ
川
流
域
の
根
来
寺
遺
跡
を
中

心
に
分
布
す
る
。
備
前
焼
は
、
ま
ず
鎌
倉
時
代
中
期
に
紀
伊
の
根
来
寺
遺
跡
周
辺
に

ポ
イ
ン
ト
的
に
搬
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

破
片
数
が
公
表
さ
れ
、
遺
物
組
成
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
（
（1
（
る
。
そ
の
他
に
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
た
周
辺
の
山
城
に
、
海
南
市
大
野
城
（
（1
（
跡
、
田
辺
市
鶴
ヶ
城

（
（1
（
跡
な
ど

が
あ
り
、
こ
の
二
城
跡
出
土
土
器
の
破
片
数
を
計
数
し
、
八
幡
山
城
跡
と
合
わ
せ
て

四
城
跡
で
比
較
を
行
っ
（
（1
（

た
。

　
搬
入
品
の
比
較
検
討
の
結
果
、
特
に
八
幡
山
城
跡
は
備
前
焼
が
土
器
全
体
量
の
八

三
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
突
出
し
て
備
前
焼
の
比
率
が
高
く
、
同
じ
安
宅
荘
内

の
要
害
山
城
跡
（
備
前
焼
破
片
数
三
九
五
点
／
総
破
片
数
五
八
五
点
）
も
備
前
焼
占

有
率
六
七
・
六
％
を
占
め
八
幡
山
城
跡
に
次
ぐ
高
比
率
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

備
前
焼
流
通
に
お
け
る
安
宅
荘
の
流
通
拠
点
的
な
性
格
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
水
の
子
岩
引
き
揚
げ
資
料
と
長
寿
寺
出
土
資
料

　
備
前
焼
の
流
通
ル
ー
ト
を
考
え
る
上
で
、
小
豆
島
南
西
沖
の
海
上
に
突
き
出
た
通

称
「
水
ノ
子
岩
」
と
呼
ば
れ
る
岩
礁
付
近
の
海
底
か
ら
、
学
術
調
査
に
よ
っ
て
引
き

揚
げ
ら
れ
た
大
量
の
備
前
焼
な
ど
中
世
の
沈
没
船
の
積
荷
と
み
ら
れ
る
資
料
が
重
要

な
資
料
で
あ
る
。
水
ノ
子
岩
は
備
前
市
片
上
港
の
南
東
約
三
〇
㎞
に
あ
た
り
、
小
豆

島
の
東
海
上
約
六
㎞
に
位
置
す
る
。
そ
こ
に
は
海
面
か
ら
わ
ず
か
に
突
出
し
た
岩
礁

が
あ
り
、
小
豆
島
の
内
海
町
周
辺
で
は
水
ノ
子
岩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
岩
礁
は
周
囲
の
水
深
四
〇
ｍ
の
海
底
か
ら
小
山
の
よ
う
に
突
き
出
て
お
り
、
大
中

小
の
三
ヶ
所
が
海
面
上
に
姿
を
見
せ
る
が
、
満
潮
時
に
は
中
と
小
の
二
つ
の
岩
礁
は

海
面
直
下
の
位
置
と
な
り
、
船
の
航
行
に
と
っ
て
は
非
常
に
危
険
な
場
所
で
あ
る
。

調
査
は
一
九
七
七
年
に
実
施
さ
れ
、
引
き
揚
げ
ら
れ
た
資
料
は
備
前
焼
大
甕
三
九
個

の
他
、
大
壺
、
小
壺
、
擂
鉢
な
ど
約
二
〇
〇
個
で
あ
り
、
長
寿
寺
境
内
出
土
の
備
前

焼
大
甕
と
形
態
的
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
や
他
の
資
料
と
の
比
較
検
討
な
ど

か
ら
、
南
北
朝
初
期
の
時
期
で
あ
る
と
さ
れ
（
（1
（

た
。

　
こ
の
備
前
焼
の
一
括
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
水
の
子
岩
沈
没
船
引
き
揚
げ
資
料

は
、
大
量
の
Ⅳ
期
備
前
焼
と
共
に
、
紀
州
あ
る
い
は
日
置
川
の
も
の
と
み
ら
れ
る
バ
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期
間
に
わ
た
っ
て
消
費
し
続
け
た
寺
院
や
城
館
な
ど
有
力
な
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
特
に
、
Ⅱ
期
の
も
の
を
一
定
量
合
わ
せ
も
つ
根
来
寺
遺
跡
は
備
前
焼
流
通
に

お
い
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

お
わ
り
に

　
紀
伊
半
島
に
お
け
る
中
世
の
備
前
焼
流
通
に
つ
い
て
、
大
略
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
紀
伊
半
島
は
中
世
を
通
じ
て
備
前
焼
流
通
に
お
け
る
商
圏
拡
大
の
場

で
あ
っ
た
と
い
え
、
中
世
末
期
に
は
紀
伊
半
島
南
東
沿
岸
部
ま
で
を
面
的
流
通
圏
に

入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。
紀
伊
半
島
太
平
洋
沿
岸
部
を
流
通
圏
に
入
れ

る
こ
と
は
、
関
東
方
面
へ
の
太
平
洋
沿
岸
海
上
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
と
い
っ
た
意
味

合
い
も
強
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
特
に
Ⅲ
期
備
前
焼
流
通
の
面
的
分
布
最
先
端
の
位

置
を
占
め
る
安
宅
荘
は
、
Ⅲ
期
の
特
別
な
注
文
品
と
考
え
ら
れ
る
長
寿
寺
出
土
大
甕

の
存
在
、
そ
の
後
の
八
幡
山
城
跡
・
要
害
山
城
跡
か
ら
の
Ⅳ
・
Ⅴ
期
備
前
焼
大
量
出

土
、
安
宅
本
城
跡
で
Ⅲ
期
か
ら
Ⅴ
期
ま
で
の
も
の
が
継
続
的
に
出
土
す
る
こ
と
な
ど

を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
備
前
焼
の
一
大
消
費
地
と
流
通
拠
点
的
な
性
格
を
併
せ

持
ち
、
海
上
輸
送
に
も
水
軍
領
主
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
。
ま

た
、
紀
伊
半
島
南
東
沿
岸
部
の
新
宮
城
下
町
遺
跡
に
Ⅲ
期
備
前
焼
の
孤
立
的
分
布
が

み
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
備
前
焼
は
鎌
倉
で
も
出
土
し
て
お
り
、

そ
の
流
通
路
と
し
て
太
平
洋
海
上
輸
送
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
は

中
継
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
注
7
文
献
の
う
ち
、
北
野
二
〇
一
九
の
一
部
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
上
西
節
雄
　
一
九
八
五
「
備
前
焼
の
生
産
・
流
通
と
大
阪
地
方
」『
四
天
王
寺 

―

西
門
と
そ
の
周
辺
Ⅱ
―
（
四
天
王
寺
学
園
校
舎
等
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告

　
Ⅲ
期
は
北
部
地
域
が
流
通
の
中
心
で
あ
る
と
い
え
、
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
の
主

要
な
城
館
の
周
辺
に
も
分
布
し
、
半
島
南
西
沿
岸
部
の
南
側
に
位
置
す
る
日
置
川
下

流
域
の
安
宅
荘
を
南
限
と
し
た
地
域
に
一
定
の
面
的
分
布
を
広
げ
る
。
ま
た
、
半
島

南
東
沿
岸
部
の
新
宮
城
下
町
遺
跡
に
孤
立
的
分
布
が
み
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
（
（1
（
る
。

こ
の
時
期
の
備
前
焼
は
鎌
倉
で
も
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
流
通
路
と
し
て
太
平
洋
海

上
輸
送
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
新
宮
城
下
町
遺
跡
は
中
継
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
。

　
Ⅳ
期
は
、
出
土
事
例
が
五
八
例
と
急
激
に
増
加
す
る
。
Ⅲ
期
で
み
ら
れ
た
紀
伊
半

島
南
西
沿
岸
部
に
濃
密
に
面
的
に
分
布
し
、
さ
ら
に
Ⅲ
期
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
紀
伊

半
島
を
東
に
回
り
込
ん
だ
川
関
遺
跡
な
ど
半
島
南
東
沿
岸
部
で
も
一
定
の
面
的
分
布

を
示
す
。
ま
た
、
前
段
階
で
孤
立
的
に
出
土
が
み
ら
れ
た
新
宮
城
下
町
遺
跡
で
も
継

続
的
に
出
土
し
、
熊
野
川
を
渡
っ
た
三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
鵜
殿
西
遺
跡
ま
で
分

布
範
囲
が
広
が
（
（1
（

る
。

　
Ⅴ
期
に
入
っ
て
か
ら
も
多
く
の
出
土
事
例
が
み
ら
れ
、
そ
の
主
体
を
和
歌
山
県
北

部
地
域
が
占
め
る
。
特
に
北
部
地
域
に
お
い
て
十
六
世
紀
に
新
た
な
出
土
地
が
増
加

す
る
。
出
土
量
に
つ
い
て
も
増
加
傾
向
を
示
し
、
器
種
は
壺
・
甕
・
擂
鉢
に
加
え

て
、
水
差
、
建
水
、
水
屋
甕
、
徳
利
、
浅
鉢
、
皿
、
盤
な
ど
の
新
器
種
が
加
わ
る
。

前
段
階
か
ら
一
定
の
面
的
分
布
を
示
し
た
半
島
南
東
沿
岸
部
で
は
新
宮
城
下
町
遺
跡

で
継
続
的
に
出
土
し
、
熊
野
川
を
渡
っ
た
三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
羽
山
地
遺
跡
ま

で
分
布
範
囲
が
広
が
（
（1
（
る
。
し
か
し
、
そ
の
先
の
同
郡
紀
和
町
赤
木
城
跡
な
ど
の
遺
跡

で
は
出
土
し
て
い
な
（
（2
（

い
。

　
こ
う
し
た
分
布
か
ら
み
る
と
備
前
焼
は
海
路
を
沿
岸
部
伝
い
に
販
路
を
広
げ
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、
そ
の
背
景
に
は
海
運
を
担
っ
た
勢
力
や
消
費
地
の
動

向
が
作
用
し
、
そ
の
結
果
の
出
土
遺
跡
分
布
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
う
ち
、
Ⅲ
期
か
ら
Ⅴ
期
ま
で
を
継
続
的
に
所
有
し
て
い
る
遺
跡

は
、
根
来
寺
遺
跡
な
ど
紀
ノ
川
中
・
下
流
域
三
遺
跡
、
日
高
川
流
域
三
遺
跡
、
日
置

川
流
域
一
遺
跡
、
熊
野
川
流
域
一
遺
跡
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
備
前
焼
を
長
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（
18
）
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
八
『
新
宮
紀
宝
道
路
調
査
ニ
ュ
ー
ス
　

う
ど
の

 No.‌

1
』、
同
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
『
新
宮
紀
宝
道
路
調
査
ニ
ュ
ー
ス
　

う
ど
の

 No.‌

2
』

（
19
）
紀
宝
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
一
『
羽
山
地
遺
跡
（
第
1
次
）
発
掘
調
査
報

告
』、
同
教
育
委
員
会
二
〇
一
四
『
羽
山
地
遺
跡
（
第
2
次
）
発
掘
調
査
報
告
』

（
20
）
三
重
県
紀
和
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
五
『
史
跡
赤
木
城
跡
保
存
整
備
事
業
報

告
』
な
ど

図
1
　
出
土
地
の
引
用
文
献
（
番
号
対
応
）

1
　『
平
成
10
年
度
隅
田
八
幡
神
社
経
塚
発
掘
調
査
概
報
』
橋
本
市
教
育
委
員
会
　
一

九
九
九
年

2
　『
利
生
護
国
寺
』
橋
本
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
八
年

3
　『
東
家
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
　
― 

橋
本
市
立
橋
本
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
事
業

に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査 

―
』
橋
本
市
教
育
委
員
会
　
一
八
八
四
年

4
　『
平
成
元
年
度
橋
本
市
遺
跡
調
査
概
報
』
橋
本
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
〇
年

5
　
北
野
隆
亮
「
長
藪
城
跡
出
土
の
備
前
焼
」『
和
歌
山
城
郭
研
究 

第
9
号
』
和
歌
山

城
郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
一
〇
年

6
　『
金
剛
峯
寺
遺
跡
』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
一
九
九
六
年
他
、
報
告
書
多
数

7
　『
高
尾
遺
跡
　
― 

宅
地
造
成
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書 

―
』
財
団
法

人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一
九
九
五
年

8
　『
佐
野
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
Ⅳ
』
か
つ
ら
ぎ
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
一
年

9
　『
西
飯
降
Ⅱ
遺
跡
、
丁
ノ
町
・
妙
寺
遺
跡
　
― 

一
般
国
道
24
号
京
奈
和
自
動
車
道

（
紀
北
東
道
路
）
改
築
事
業
に
伴
う
第
1
次
・
第
2
次
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
財

団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
〇
年

10
　『
粉
河
寺
遺
跡
　
―
長
屋
川
通
常
砂
防
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
財
団

法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
一
年

11
・
12
　『
紀
の
川
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
　
―
平
成
28
年
度
―
』
紀
の
川

市
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
八
年

13
・
38
・
55
・
58
～
62
・
68
・
70
・
87
・
88
　
特
別
展
図
録
『
中
世
の
や
き
も
の
』
紀

伊
風
土
記
の
丘
管
理
事
務
所
　
一
九
八
二
年

14
　『
紀
の
川
用
水
建
設
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　

書
）』
大
谷
女
子
大
学
資
料
館

（
2
）
間
壁
忠
彦
・
間
壁
萌
子
　
一
九
六
六
～
一
九
六
八
「
備
前
焼
研
究
ノ
ー
ト
」

（
1
）（
2
）（
3
）『
倉
敷
考
古
館
研
究
集
報
』（
1
）（
2
）（
5
）、
間
壁
忠
彦
　

一
九
九
一
『
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
60
　
備
前
焼
』
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

（
3
）
柴
田
圭
子
　
二
〇
〇
〇
「
伊
予
の
中
世
備
前
焼
」『
紀
要
愛
媛 

創
刊
号
』
財
団
法

人
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

（
4
）
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
管
理
事
務
所
　
一
九
八
二
『
特
別
展
図
録
　
中

世
の
や
き
も
の
』

（
5
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
〇
二
「
和
歌
山
県
に
お
け
る
中
世
備
前
焼
の
流
通
」『
紀
伊
考

古
学
研
究 

第
5
号
』
紀
伊
考
古
学
研
究
会

（
6
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
〇
五
「
考
古
遺
物
」『
日
置
川
町
史 

第
一
巻
中
世
編
』
日
置
川

町
誌
編
さ
ん
委
員
会

（
7
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
一
五
「
備
前
焼
か
ら
み
た
安
宅
荘
」『
熊
野
水
軍
の
さ
と 

安
宅

荘
を
考
え
る 

～
城
館
か
ら
み
た
安
宅
荘
～
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中

世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
、
北
野
隆
亮
　
二
〇
一
九
「
備
前
焼
流
通
か
ら
み
た

紀
伊
水
道
内
海
世
界
」『
港
津
と
権
力
』
中
世
都
市
研
究
会
編
　
山
川
出
版
社

（
8
）
南
部
川
村
教
育
委
員
会
　
一
九
九
六
『
平
須
賀
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

（
9
）
日
置
川
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
〇
四

『
八
幡
山
城
跡
』

（
10
）
川
崎
雅
史
　
二
〇
〇
四
「
平
須
賀
城
跡
の
土
器
組
成
」『
和
歌
山
城
郭
研
究 

第
3

号
』
和
歌
山
城
郭
研
究
会
な
ど

（
11
）
海
南
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
五
『
大
野
城
趾 

調
査
報
告
書
』

（
12
）
龍
神
村
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
四
『
鶴
ヶ
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

（
13
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
一
四
「
コ
ラ
ム 

遺
物
組
成
か
ら
み
た
紀
中
の
中
世
山
城
」『
特

別
展 

き
の
く
に
の
城
と
館
　
―
紀
中
の
戦
国
史
―
』
和
歌
山
県
立
博
物
館

（
14
）
山
陽
新
聞
社
　
一
九
七
八
『
海
底
の
古
備
前
』

（
15
）
臼
井
洋
輔
　
一
九
八
二
「
水
の
子
岩
海
底
出
土
棒
状
石
材
に
つ
い
て
」『
研
究
報

告
3
』
岡
山
県
立
博
物
館
　

（
16
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
〇
五
「
備
前
焼
流
通
か
ら
み
た
安
宅
荘
」『
日
置
川
町
史
　
第

一
巻 

中
世
編
』
日
置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
な
ど

（
17
）
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
八
『「
中
世
熊
野
の
港
湾

遺
跡
新
宮
津
を
考
え
る
」
発
表
資
料
』
な
ど
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市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
二
年

30
　
松
下
彰
「
和
歌
山
県
出
土
の
埋
銭
」『
摂
河
泉
文
化
資
料
』
摂
河
泉
地
域
史
研
究

会
　
一
九
九
三
年

31
　
辻
林
浩
「
検
出
遺
構
か
ら
み
た
西
庄
Ⅱ
遺
跡
に
つ
い
て
」『
和
歌
山
県
史
　
中
世
』

和
歌
山
県
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
九
四
年

32
　『
和
歌
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
年
報
　
―
平
成
23
年
度
（
二
〇
一
一
年
度
）

―
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
　
二
〇
一
四
年

33
　『
岩
橋
高
柳
遺
跡
　
―
井
ノ
口
秋
月
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書

―
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
〇
四
年

34
　『
鳴
神
地
区
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
　
― 

一
般
国
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
関
連
遺
跡

発
掘
調
査 

―
』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
四
年

35
　『
秋
月
遺
跡
第
6
次
発
掘
調
査
概
報
』
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
体
育
振
興
事
業

団
　
一
九
九
八
年
、『
秋
月
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財

セ
ン
タ
ー
　
一
九
九
七
年

36
　『
和
歌
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
年
報
6
』
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
体
育
振

興
事
業
団
　
二
〇
〇
〇
年
他

37
　『
史
跡
和
歌
山
城
石
垣
保
存
修
理
報
告
書
』
和
歌
山
市
産
業
部
・
和
歌
山
城
管
理

事
務
所
　
一
九
九
九
年
他

39
　
北
野
隆
亮
「
雑
賀
崎
台
場
跡
表
採
の
陶
磁
器
」『
和
歌
山
城
郭
研
究 

第
17
号
』
和

歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
一
八
年

40
　『
津
秦
Ⅱ
遺
跡
第
4
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
　
二
〇
一
四
年

41
　『
井
辺
遺
跡
、
神
前
遺
跡
　
―
都
市
計
画
道
路
松
島
本
渡
線
（
神
前
南
）
道
路
改

良
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン

タ
ー
　
二
〇
一
四
年

42
　『
和
歌
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
年
報
6
』
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
体
育
振

興
事
業
団
　
二
〇
〇
〇
年
他

43
　『
坂
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
　
―
県
道
三
田
三
葛
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
発

掘
調
査
―
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
一
年

44
　『
大
野
城
趾 

調
査
報
告
書
』
海
南
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
五
年

45
　『
海
南
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
　
―
平
成
10
年
度
―
』
海
南
市
教
育
委
員
会
　

一
九
九
九
年

一
九
八
〇
年

15
　『
北
山
廃
寺
、
北
山
三
嶋
遺
跡
　
―
中
山
間
総
合
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報

告
書
―
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
二
年

16
　『
根
来
寺
坊
院
跡
　
昭
和
55
年
度
』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
一
年
他

17
　『
岩
出
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
岩
出
町
教
育
委
員
会
　
一
九
九
六
年

18
　『
西
国
分
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
社
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
　
一
九

八
四
年

19
　『
山
口
遺
跡
第
6
次
発
掘
調
査
概
報
』
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
体
育
振
興
事
業

団
　
一
九
九
九
年

20
　『
川
辺
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一
九

九
五
年

21
・
56
・
66
・
69
・
76
・
85
　『
和
歌
山
県
史
　
考
古
資
料
』
和
歌
山
県
史
編
纂
委
員

会
　
一
九
八
三
年

22
　『
西
田
井
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一

九
九
一
年

23
　『
田
屋
・
小
豆
島
西
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
　
―
県
道
紀
伊
停
車
場
田
井
ノ
瀬
線

道
路
改
良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
―
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

二
〇
〇
五
年

24
　『
和
歌
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
年
報
　
―
平
成
22
年
度
（
二
〇
一
〇
年
度
）

―
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
　
二
〇
一
三
年

25
　『
六
十
谷
遺
跡
　
―
都
市
計
画
道
路
西
脇
山
口
線
（
園
部
・
六
十
谷
）
道
路
改
良

事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ

ー
　
二
〇
一
三
年

26
　『
平
井
遺
跡
、
平
井
Ⅱ
遺
跡
　
―
第
二
阪
和
国
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書

―
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
七
年

27
　『
中
野
遺
跡
第
2
次
発
掘
調
査
概
報
』
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
体
育
振
興
事
業

団
　
一
九
九
八
年

28
　
北
野
隆
亮
「
和
歌
山
平
野
に
お
け
る
円
錐
形
鉛
イ
ン
ゴ
ッ
ト
と
鉛
製
鉄
砲
玉
　
―

城
山
遺
跡
の
「
織
豊
系
陣
城
」
評
価
と
出
土
遺
物
の
検
討
―
」『
紀
伊
考
古
学
研

究 

第
16
号
』
紀
伊
考
古
学
研
究
会
　
二
〇
一
三
年

29
　『
木
ノ
本
Ⅲ
遺
跡
第
7
次
発
掘
調
査
概
報
』
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
体
育
振
興

事
業
団
　
一
九
九
〇
年
、『
木
ノ
本
Ⅲ
遺
跡
第
3
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
和
歌
山

101
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委
員
会
・
社
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
　
一
九
七
六
年

72
・
73
　
北
野
隆
亮
「
城
山
城
跡
Ⅰ
～
Ⅲ
（
鳴
神
城
跡
・
榎
城
跡
）
出
土
の
陶
磁
器
」

『
紀
伊
考
古
学
研
究 

第
12
号
』
紀
伊
考
古
学
研
究
会
　
二
〇
〇
九
年

74
　
川
崎
雅
史
「
遺
物
か
ら
み
た
平
須
賀
城
・
市
谷
山
城
の
時
期
」『
和
歌
山
城
郭
研

究 

第
2
号
』　
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
〇
二
年

75
　『
南
部
町
史
　
史
料
編
』
南
部
町
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
九
一
年

77
　『
平
須
賀
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
南
部
川
村
教
育
委
員
会
　
一
九
九
六
年

78
　
北
野
隆
亮
「
鳶
之
巣
城
跡
出
土
の
陶
磁
器
」『
和
歌
山
城
郭
研
究 

第
16
号
』
和
歌

山
城
郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
一
七
年

79
　『
徳
蔵
地
区
遺
跡
　
―
近
畿
自
動
車
道
松
原
那
智
勝
浦
線
（
御
坊
～
南
部
）
建
設

に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇

〇
五
年

80
　『
高
田
土
井
城
跡
・
徳
蔵
地
区
遺
跡
・
大
塚
遺
跡
　
―
県
道
上
富
田
南
部
線
道
路

改
良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ

ー
　
二
〇
〇
六
年

81
　『
高
山
寺
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
田
辺
市
教
育
委
員
会
・
紀
南
文
化
財
研
究
会
　

一
九
八
一
年

82
・
83
　『
田
辺
市
史
　
第
4
巻
　
史
料
編
Ⅰ
』
田
辺
市
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
九
四

年

84
　
川
口
修
実
「
高
尾
山
経
塚
出
土
骨
蔵
器
の
検
討
」『
紀
伊
考
古
学
研
究
』
第
6
号
　

二
〇
〇
三
年

86
　『
鶴
ヶ
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
龍
神
村
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
四
年

89
　『
平
成
21
年
度
白
浜
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
一

一
年
、『
平
成
22
年
度
白
浜
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
　

二
〇
一
二
年

90
　
内
川
隆
志
「
暦
應
五
年
の
紀
年
銘
を
有
す
る
古
備
前
大
甕
に
つ
い
て
」『
考
古
学

資
料
館
紀
要 

第
17
号
』
國
學
院
大
學
考
古
学
資
料
室
　
二
〇
〇
一
年
、
北
野
隆

亮
「
長
寿
寺
境
内
出
土
の
備
前
焼
大
甕
」『
日
置
川
町
史 

第
一
巻
　
中
世
編
』
日

置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
五
年

91
　『
平
成
23
年
度
白
浜
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
一

三
年

92
　『
八
幡
山
城
跡
』
日
置
川
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　

46
　『
木
津
遺
跡
　
―
国
道
4‌

2‌

4
号
道
路
改
良
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
―
』

公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
五
年

47
　『
下
佐
々
Ⅲ
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
野
上
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
五
年

48
　『
福
田
地
区
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
』
美
里
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
三
年

49
　
北
野
隆
亮
「
来
見
屋
城
跡
出
土
の
陶
磁
器
」『
和
歌
山
城
郭
研
究 

第
14
号
』
和
歌

山
城
郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
一
五
年

50
　『
粟
生
遺
跡
　
― 

県
道
有
田
・
高
野
線
改
良
工
事
に
伴
う
縄
文
時
代
遺
跡
発
掘
調

査
概
報 

―
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一
九
八
八
年

51
　『
重
要
文
化
財
長
樂
寺
仏
殿
修
理
工
事
報
告
書
』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
一
九

九
四
年

52
　『
藤
並
地
区
遺
跡
　
―
県
道
吉
備
金
屋
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告

書
―
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
二
年
、『
藤
並
地

区
遺
跡
　
― 

一
般
国
道
42
号
（
湯
浅
御
坊
道
路
）
4
車
線
化
事
業
に
伴
う
発
掘

調
査
報
告
書 

―
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年

53
　『
深
専
寺
　
― 

深
専
寺
本
堂
屋
根
修
復
工
事
竣
工
記
念 

―
』
深
専
寺
　
二
〇
〇
一

年

54
　
北
野
隆
亮
「
湯
浅
城
跡
出
土
の
備
前
焼
」『
和
歌
山
城
郭
研
究 

第
12
号
』
和
歌
山

城
郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
一
三
年

57
　
北
野
隆
亮
「
広
城
跡
・
要
害
山
城
跡
出
土
の
備
前
焼
」『
和
歌
山
城
郭
研
究 

第
5

号
』
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
　
二
〇
〇
六
年

63
　
北
野
隆
亮
「
手
取
城
跡
出
土
の
備
前
焼
大
甕
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
第
3
号
　

二
〇
〇
四
年

64
　『
県
立
御
坊
商
工
高
等
学
校
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
　
―
小
松
原
Ⅱ
遺
跡

（
湯
川
氏
館
跡
）
の
調
査
―
』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
七
年
、『
県
立

御
坊
商
工
高
校
格
技
場
等
建
設
に
伴
う
小
松
原
Ⅱ
遺
跡
（
湯
川
氏
館
跡
）
発
掘

調
査
報
告
書
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一
九
九
六
年
、『
小
松

原
Ⅱ
遺
跡
・
湯
川
氏
館
跡
　
― 

湯
川
中
学
校
改
良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告

書 

―
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
六
年

65
　『
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
に
伴
う
岩
内
古
墳
群
他
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

概
報
』
御
坊
市
遺
跡
調
査
会
　
一
九
八
七
年

67
　『
海
底
の
古
備
前
』
山
陽
新
聞
社
　
一
九
七
八
年

71
　『
国
鉄
紀
勢
本
線
々
増
工
事
関
連
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
和
歌
山
県
教
育

102



二
〇
〇
四
年

93
　
北
野
隆
亮
「
遺
物
組
成
か
ら
み
た
安
宅
本
城
跡
」『
日
置
川
町
史 

第
一
巻
　
中
世

編
』
日
置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
五
年

94
・
95
　
堀
口
建
弐
「
紀
南
の
中
世
城
郭
に
て
表
面
採
集
の
備
前
焼
　
―
佐
部
城
と
神

田
城
の
資
料
か
ら
―
」『
和
歌
山
城
郭
研
究 

第
11
号
』
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
　

二
〇
一
二
年

96
　『
和
歌
山
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業
に
係
る
埋
蔵
文
化
財
関
連

資
料
整
理
概
報
　
― 

和
歌
山
県
内
6
遺
跡
の
概
要
報
告
書 

―
』
和
歌
山
県
教
育

委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
二
年

97
・
98
　『
藤
倉
城
跡
・
川
関
遺
跡
』
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇

〇
四
年

99
　『「
中
世
熊
野
の
港
湾
遺
跡
新
宮
津
を
考
え
る
」
発
表
資
料
』
公
益
財
団
法
人
和
歌

山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
八
年

100
　『
新
宮
紀
宝
道
路
調
査
ニ
ュ
ー
ス
　
う
ど
の

 No.‌

1
』
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
　
二
〇
一
八
年
、『
新
宮
紀
宝
道
路
調
査
ニ
ュ
ー
ス
　
う
ど
の

 No.‌

2
』
三
重
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年

101
　『
羽
山
地
遺
跡
（
第
1
次
）
発
掘
調
査
報
告
』
紀
宝
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
一

年
、『
羽
山
地
遺
跡
（
第
2
次
）
発
掘
調
査
報
告
』
紀
宝
町
教
育
委
員
会
　
二
〇

一
四
年

103

論考編 紀伊半島における中世の備前焼流通


